
加古川市 

障がい者基本計画等に関する 

事業者 調査票 
 

 加古川市では現在、令和６年度を初年度とする加古川市障がい者基本計

画、第７期障害福祉計画及び第３期障害児福祉計画の策定を進めています。 

 本計画の策定にあたり、関係機関及び事業者等の皆さまの活動状況を把

握するとともに、加古川市の障がい者施策に対する意見などをお聞きする

ため、アンケート調査を実施します。 

 大変お忙しい中恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力賜り

ますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法  人  名                 
 

 

記 入 者 名                        
 

 

 

 

○ 調査票の記載にあたっては、できるだけ詳しくご記入く

ださい。 

○ 質問項目で、貴団体等の活動内容と関係のない項目もあ

るかとは思いますが、それぞれの項目についてお考えや耳

にしたことなどでも結構ですので、ご記入ください。（白紙

のままでも結構です） 

○ この調査票につきましては、８月１４日（月）までに  

ご返信くださいますよう、お願いいたします。 

記載について 

加古川市 福祉部 障がい者支援課 管理係 

          電 話：079-427-9372 

          ＦＡＸ：079-422-8360 

 

調査票（事業者） 
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問１．貴法人の運営主体の種別はどれにあたりますか。（いずれか 1 つに○） 

１．社会福祉法人 

２．医療法人 

３．社団法人・財団法人 

４．株式会社・有限会社 

５．特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 

６．その他（                ） 

 

問２．貴法人が提供しているサービスは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．居宅介護 

２．訪問入浴サービス 

３．移動支援 

４．同行援護 

５．行動援護 

6．生活介護 

7．地域活動支援センター 

8．機能訓練 

9．生活訓練 

10.就労移行支援 

11.就労定着支援 

12.就労継続支援 A型 

13.就労継続支援 B型 

14.短期入所（ショートステイ） 

15.グループホーム（共同生活援助） 

16.療養介護 

17.重度訪問介護 

18.重度障害者等包括支援 

19.日中一時支援 

20.施設入所支援 

21.児童発達支援 

22.医療型児童発達支援 

23.居宅訪問型児童発達支援 

24.放課後等デイサービス 

25.保育所等訪問支援 

26.計画相談支援・障害児相談支援 

27.地域移行支援 

28.地域定着支援 

29.自立生活援助 

30.その他（               ） 

 

問３．貴法人は、いつから障害福祉に関する支援を実施していますか。 

 

 

 

 

 

問４．貴法人が提供するサービスの利用者は、どのような方が多いですか。 

（該当するものに○。複数回答可） 

１．身体障がい者（児） 

２．知的障がい者（児） 

３．発達障がい者（児） 

４．精神障がい者（児） 

５．難病患者 

６．その他（                ） 

 

 

 

 

昭和 

平成 

令和 

 年 
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問５．貴法人では、人材育成のためにどのようなことに取り組んでいますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．資格取得のための支援（費用面など） 

２．外部研修への参加支援 

３．県が実施する研修等への参加 

４．事業所での研修の実施 

５．自立支援協議会や専門部会などの各種会議への参加 

６．職員に後輩の育成経験を持たせている 

７．能力の向上が認められたものに、報酬制度を設けている 

８．日常業務が大変で研修等へ参加している余裕はない 

９．その他（                                                         ） 

 

問６．貴法人では、利用者からの依頼に対して、サービスを提供できなかったことがありますか。 

（いずれか 1 つに○） 

１.ある→ 問７へ ２.ない→ 問８へ 

 

問７．貴法人で、利用者からの依頼に対して、サービスを提供できなかった理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．希望される時間帯に利用が集中し、依頼時には定員に達していた 

２．希望される時間帯に、事業所としてサービスを提供していなかった 

３．事業所では対応できない困難なケースだった（障害種別、障害程度などによる） 

４．新規契約者を受け入れる余裕がなかった（職員体制など） 

５．医療的ケアを提供できる体制でなかった 

６．その他（                                       ） 

 

問８．貴法人では、この１年間で利用者やその家族から、暴力や暴言、契約以外のサービスの強要など

のハラスメントの事例がありますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．利用者からのハラスメントの事例がある 

２．利用者の家族からのハラスメントの事例がある 

３．その他（                               ） 

４．特にない 
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問９．貴法人では、利用者の意思決定を支援する取組や相談をしていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．意思決定支援責任者（相談支援専門員やサービス管理責任者との兼務も可）を配置している 

２．利用者の自己決定にとって必要な情報の説明は、本人が理解できるよう工夫している 

３．意思決定支援会議（サービス担当者会議や個別支援会議と一体的に実施することでも可）におい

て、利用者の意思決定を支援している 

４．意思決定支援によって確認又は推定された利用者の意思や、本人の最善の利益と判断された内容

を反映したサービス等利用計画・個別支援計画を策定している 

５．意思決定支援を反映したサービス提供の結果をモニタリング・評価し、さらに意思決定が促進さ

れるよう見直している 

６．意思決定支援の根拠（本人の日常生活における意思表示の方法や表情、感情、行動から読み取れ

る意思など）となる記録を作成している 

７．意思決定支援のガイドラインを活用した研修や、事例検討などを実施している 

８．その他（                                      ） 

９．特に行っていない 

 

問 10．事業を運営する上で、どのような課題がありますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．スタッフの確保 

２．スタッフの人材育成 

３．責任者など中堅人材の確保・育成 

４．医療的ケアの提供できる体制 

５．利用者の障害特性への対応が難しい 

６．新規利用者の獲得が困難 

７．利用者や家族がサービスをよく理解していない 

８．介護報酬単価が低い 

９．利用者一人あたりの利用量が少ない 

10．訪問や送迎が非効率 

11．他のサービス事業所との連携 

12．医療機関との連携 

13．他のサービス事業所との競合が厳しい 

14．設備が十分でなく、利用者のニーズに応えられない 

15．サービス提供場所（土地や建物）の確保が困難 

16．その他（                                      ） 

17．特にない 
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問 11．加古川市内で不足していると思われるサービスは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．居宅介護 

２．訪問入浴サービス 

３．移動支援 

４．同行援護 

５．行動援護 

6．生活介護 

7．地域活動支援センター 

8．機能訓練 

9．生活訓練 

10.就労移行支援 

11.就労定着支援 

12.就労継続支援 A型 

13.就労継続支援 B型 

14.短期入所（ショートステイ） 

15.グループホーム（共同生活援助） 

16.療養介護 

17.重度訪問介護 

18.重度障害者等包括支援 

19.日中一時支援 

20.施設入所支援 

21.児童発達支援 

22.医療型児童発達支援 

23.居宅訪問型児童発達支援 

24.放課後等デイサービス 

25.保育所等訪問支援 

26.計画相談支援・障害児相談支援 

27.地域移行支援 

28.地域定着支援 

29.自立生活援助 

30.市役所や相談支援事業所などによる日常的な相談 

31.補装具、日常生活用具の給付 

32.点字・朗読・手話・要約筆記などの意思疎通支援 

33.その他

（                  ） 

34.特にない 

35.わからない 
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問 12．将来的に参入を考えている障害福祉サービス等はありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．居宅介護 

２．訪問入浴サービス 

３．移動支援 

４．同行援護 

5．行動援護 

6．生活介護 

7．地域活動支援センター 

8．機能訓練 

9．生活訓練 

10.就労移行支援 

11.就労定着支援 

12.就労継続支援Ａ型 

13.就労継続支援Ｂ型 

14.短期入所（ショートステイ） 

15.グループホーム（共同生活援助） 

16.療養介護 

17.重度訪問介護 

18 重度障害者等包括支援 

19.日中一時支援 

20.施設入所支援 

21.児童発達支援 

22.医療型児童発達支援 

23.居宅訪問型児童発達支援 

24.放課後等デイサービス 

25.保育所等訪問支援 

26.計画相談支援・障害児相談支援 

27.地域移行支援 

28.地域定着支援 

29.自立生活援助 

30.その他（               ） 

31.特にない→問 1４へ 

 

問 13．問 12 で答えた障害福祉サービスに参入する際の課題は何だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．利用需要の見込みが立てづらい 

２．利用者の継続的な確保が困難 

３．サービス提供場所（土地や建物）の確保が困難 

４．スタッフの確保が困難 

５．介護報酬単価が低く採算性に不安がある 

６．近隣住民の理解が得られるか不安がある 

７．わからない 

８．その他（                                       ） 
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問 14．災害時の備えとして、貴法人が取り組んでいることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．防災計画を作成している 

２．業務継続計画（BCP）を作成している 

  ※ＢＣＰ…自然災害などの緊急事態に遭遇した場合に、事業の継続や早期復旧を可能とするため

に、平常時に行うべき活動や緊急時における事業継続のための方法・手段などを取り決

めておく計画 

３．防災訓練を実施している 

４．設備・機器類の地震対策を実施している 

５．災害発生時における対応・手順の教育・訓練を実施している 

６．施設の防火対策（不燃化・スプリンクラーの設置等）を実施している 

７．建物の耐震化を行っている 

８．食料や毛布などの非常備蓄品を備えている 

９．施設の利用者にヘルプカードの携帯を促している 

10．その他（                                      ） 

 

問 15．災害時に障がいのある人への支援において協力できることはどのようなことですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．在宅サービス利用者への安否確認 

２．自宅から避難所までの移動支援 

３．障がいのある人の長期的な受け入れ 

４．障がいのある人の一時的な受け入れ 

５．避難場所へのヘルパー等職員の派遣 

６．医療機器が必要な方等への非常用電源の提供 

７．非常用食料、衛生用品など物資の一時的提供 

8．その他（               ） 

9．検討したことがない 

 

問 16．虐待防止について、貴法人が取り組んでいることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．外部研修に参加している 

２．チェックリストを作成している 

３．倫理綱領、行動規範等を作成している 

４．第三者評価制度やオンブズマン制度を導入している 

５．職員の悩みやストレス等を軽減・解消する取組み（面談や相談窓口の設置など）を行っている 

６．その他（                                      ） 
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問 17．虐待防止に向けて必要だと思うもののうち、貴法人においてより強化すべきことは何だと思い

ますか。（あてはまるもの３つまでに〇） 

１．障害特性の理解促進 

２．障がい者虐待防止の基本的知識 

３．虐待につながらないような適切な支援のためのスキル 

４．風通しのよい職員間のコミュニケーション 

５．困った時に相談できる組織体制 

６．余裕のある人員配置 

７．行政による障がい者虐待防止研修 

８．他の事業所も交えた事例検討研修 

９．その他（                                 ） 

10．特にない 

 

問 18．貴法人で、障害者差別解消の推進に向けて取り組んでいることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．対応マニュアルを整備した 

２．法人（事業者）内研修を全員に実施した 

３．外部研修・説明会等に参加した 

４．その他（                              ） 

５．特にない 

 

問 19．障害者差別解消の推進に向けた取り組みがどこに広まればよいと思いますか。 

（あてはまるもの２つまでに○） 

１．電車・バスなどの公共交通機関 

２．銀行・郵便局などの公共機関 

３．病院などの医療機関 

４．学校などの教育機関 

５．障がい者（児）の通所施設や作業所 

６．スーパー・コンビニ・店 

７．レストラン・食堂などの飲食店 

８．その他（            ） 

９．必要ない 

 

問 20．貴法人において、医療的ケア児・者に対する支援を実施していますか。（いずれか 1 つに○） 

１．実施している    

２．未実施だが、今後実施予定             → 問 21 へ 

  ⇒予定時期：（     年   月頃／未定） 

３．実施していない       → 問 22 へ 
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問 21．（医療的ケア児・者の支援を実施又は実施予定の法人） 

① 実施している障がい児・者の人数をご記入ください。 

※実施予定の場合は、現段階の見込み人数  （該当するものに〇をして、人数を記入） 

１．未就学児     （   ）人 

２．就学後～18 歳未満（   ）人 

3．18 歳以上    （   ）人 

 

② 医療的ケア児・者の支援を実施する（又は実施予定とする）ために、貴法人での事業運営上、どの

ような工夫をしていますか。１に〇をつけた方は、聞き取りしている方はどなたですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．利用者の医療的ケアの具体的ケアの聞き取り 

  ⇒（聞き取りしている方の記号に〇） 

a.家族 b.主治医 ｃ.訪問看護師 d.障害福祉サービス事業所 e.保育所・教育機関 

２．利用者ごとの医療的ケア実施手順書等を作成 

３．医療的ケアの対応で困ったときに、すぐに主治医等に確認できる体制を作っている 

４．医療的ケアに関する研修に職員が参加できる環境を整えている 

５．医療的ケアを受け入れている事業所と情報交換できる機会がある 

６．その他（                                 ） 

 

③ 医療的ケア児・者の支援の実施に当たって生じた事業運営への影響や、円滑な事業運営を図る上で

の課題は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．医療的ケア児・者の体調管理や緊急対応ができるか不安 

２．医療的ケアの手技等が正しく行えているか不安 

３．利用ニーズがあるが、今以上の人数を受け入れるのは難しい 

４．医療的ケアのない利用者と比べると、利用日数や回数を制限せざるを得ない 

５．医療的ケアを実施できる職員の確保が難しい 

６．利用者の急なキャンセルが多く、調整に苦労する 

７．その他（                                 ） 

８．特に課題はない 
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問 22．貴法人として行政に対して望むことはどのようなことですか。（あてはまるもの３つまでに○） 

１．障害福祉に関する最新・適切な情報提供 

２．障害福祉サービス事業従事者のスキルアップ（育成）のための研修の支援 

３．障害福祉サービス事業従事者の人材確保・定着のための支援 

４．障害福祉サービス費請求等に関する相談体制の充実 

５．不適切な事業所への指導 

６．市民への適正なサービス利用についての啓発 

７．支援困難者への対応 

８．事務手続きの簡略化 

９．ボランティアの育成 

10．保護者（介護者）支援策の充実 

11．その他（                                      ） 

12．特にない 

 

問 23．障がい（疾病）のある人に関する市の施策のうち、貴法人がもっと力を入れる必要があると 

思うものをお答えください。（あてはまるもの３つまでに○） 

１．ホームヘルプ・ガイドヘルプなど在宅サービスの充実 

２．障がい（疾病）のある人が利用できる福祉施設の充実 

３．障害（疾病）に応じた職業訓練の充実や雇用の確保 

４．保健医療サービスやリハビリテーションの充実 

５．就学時や進級など、ライフステージにあわせた相談体制の充実 

6．障がい（疾病）のある子どもへの支援体制や教育の充実 

7．生活の安定のための年金・手当の充実 

8．障がい（疾病）のある人の住まい（住宅やグループホームなど）の整備 

9．障がいのある人に配慮した住宅や建物、交通機関の整備 

10．スポーツ・文化などの余暇活動の充実 

11．地震や水害などの災害時の支援体制の整備 

12．障がい（疾病）のある人に応じた情報提供の充実 

13．学校などでの子どものころからの障害理解の教育 

14．障がい（疾病）のある人への虐待防止・差別解消など権利擁護の取組の充実 

15．誰もが共に支え合いながら暮らす共生社会の実現に向けた取組の充実 

16．ボランティアの育成・支援 

17．障害福祉にかかる人材確保や育成の取組 

18．その他（                                  ） 
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問 24．次の各サービスについて、意見をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

Q 日中活動系サービスにおける現状・課題、解決に向けたアイデア 

就労移行支援、就労継続支援Ａ型、就労継続支援Ｂ型、地域活動支援センター、療養介護、生活介護、

自立訓練（機能訓練、生活訓練）など 

【現状・課題】 

 

 

 

【解決に向けたアイデア】 

 

 

 

Q 訪問系サービスにおける現状・課題、解決に向けたアイデア 

身体介護、家事援助、通院等介助、同行援護、重度訪問介護など 

【現状・課題】 

 

 

 

【解決に向けたアイデア】 

 

 

 

Q 医療的ケアが必要な重症心身障がい者（児）に対するサービスにおける現状・課題、解決に向け

たアイデア 

【現状・課題】 

 

 

 

【解決に向けたアイデア】 

 

 

 

 

※貴法人と直接関係せず、ご記入が難しい項目については、ご記入いただかなくても構いま

せん。加古川市全体に関係するご意見として、できる限りご記入いただくようにお願いい

たします。 

※すべてのご意見の集約を行いますので、できる限り簡潔にご記入ください。 
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Q 施設・居住サービスにおける現状・課題、解決に向けたアイデア 

グループホーム（共同生活援助）、施設入所支援、短期入所など 

【現状・課題】 

 

 

 

【解決に向けたアイデア】 

 

 

 

Q 地域生活を支援するサービス全般における現状・課題、解決に向けたアイデア 

移動支援事業、日中一時支援事業、訪問入浴サービスなど 

【現状・課題】 

 

 

 

【解決に向けたアイデア】 

 

 

 

Q 障がい児支援全般における現状・課題、解決に向けたアイデア 

児童発達支援、放課後等デイサービス、発達障害への支援など 

【現状・課題】 

 

 

 

【解決に向けたアイデア】 

 

 

 

 

問 25．障害福祉サービス以外で日常生活や暮らしをよくするために必要な支援についてご意見を 

ご記入ください。 
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【問 26 は、指定特定相談支援事業所・指定障害児相談支援事業所の方のみお答えください】 

問 26．サービス等利用計画等を作成する上での課題等についてご意見をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、加古川市の障がい者施策について、何かご意見がありましたら、自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査は以上です。ご協力ありがとうございました。 


